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2022-23 年度国際ロー タ リー テー マ  

「 イ マ ジ ン  ロー タ リ ー 」  

2 022-23 年度 ク ラブ テー マ  

「 ロ ー タ リ ー を 学 び 、 語 り 、  

奉仕 を 実践 し て い こ う 。 “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”」  

 

週  報  第２６８６回  

２０２３年２月３日  

              八千代ロータリークラブ  CLUB NO.15070 

今 回 例 会 行 事          テーマ：ガラパゴス諸島  

担  当：プログラム委員会    卓話者：小村昌三会員  

次 回 例 会 ２月１０日 テーマ：文・行・忠・信と鉄骨工事  

担  当：出席委員会       卓話者：山浦恭宏会員  
♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ ８ ５例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

司会  中島貞好  
「 我 らの生業 」  
 

会 長 挨 拶      会 長  杉  晟  
 

皆さん 、 こんにちは 。  
今回の大寒波、如何でしたか？体調は良
いでし ょ うか？  
最近の新聞 （ 日 本経済新聞 ） の １ ペー

ジ の 見 出 し 、 内 容 を 見 て も 日 本 の 社 会 ・
経済 、国際問題など沢山の課題を抱えて
いる こ とがわか りますよね 。  
その中 で 、 １ 月 １ ５ 日 （ 日 ） “チ ャ ー ト は

語 る ”「 乳児予防接種  世界で停滞 」の大
見出しの記事内容では 、世界で乳幼児に
必要な予防接種の遅れが生じ てい る 。新
型コ ロナ ウ イル スの感染拡大後 、ポ リ オ 、
は し か な ど の ワ ク チ ン の １ 歳 児 の 接種 率
が約 20 年ぶりに低下した 。コ ロナ対策に
医療資源が振 り 向 け ら れ た こ と や外出制
限に伴 う 受診控え が背景だ 。 子 ど も の病
気 予 防 の 取 り 組 み 後 退 は 中 長期 的 な 国
の 成 長 に も 響 き か ね な い 。 イ ン ド の 首 都
ムンバイでは 2022 年秋からはしかの患者
が急増しこれまでに 24 人が死亡した 。世
界保健機関 （ Ｗ Ｈ Ｏ ） に よ る と は し かの流
行が発生している国は 23 か国。ポ リオに
ついて も 。 ア フ リ カ南東部のマ ラ ウ イ で野
生株の感染者が 30 年ぶりに確認され 、隣
国 モ ザ ン ビ ー ク で も 症 例 が報 告 さ れ た 。
予防接種の低下は途上国で著しいが 、先

進国でも起きている 。日本では 2021 年度
は しか風疹の ワ ク チ ン接種の低下がみ ら
れる 。 との記事である 。  
ロータ リー財団の最重要プログラムである
ポ リ オ 撲 滅 へ の 対 応 は ロ ー タ リ ア ン に 課
せられてお り 、八千代ク ラブ も応えていか
ねばならない と考えてお ります 。  
会員の皆様のご協力を切に願います 。  
さて 、今月のロータ リー特別月間は 「職

業奉仕月間 」 です 。今日は 、今月最終例
会ですが職業奉仕についてのお話を し ま
す 。  
私た ちの ク ラ ブ 活動計画書の １ ページに
は 「 ロ ー タ リ ー の 目 的 」 、 「 四 つ の テ ス
ト 」 、 「 ロ ー タ リ ア ンの行動規範 」の三項目
が記載されています 。  
ど こ の ロー タ リ ー ク ラ ブ も ク ラ ブ活動計画
書の １ページに同じ こ と を記載されている
前 提 で話 を し ま す 。 こ れ ら 三 項目は 全 て
職 業 奉 仕 に 関 わ っ て お り ま す ね 。 ま た 、
ページの上段には年度の RI 会長のテー
マが掲載 され てお り 、 そ の下に上記三項
目が掲載されています。  
毎例会で歌 う ロー タ リ ー ソ ン グで よ く 歌

われてい るのは 「 奉仕の理想 」 、 「 我等の
生業 」 で す ね 。 「 奉 仕 の 理想 」 で は 、 「 奉
仕の理想に集いし友 よ  御国に捧げん我
等の （生 ）業  ～～～～ 」 、 「我等の生業 」
では 「我等の生業さまざまなれど  集いて
図 る 心 は 一 つ  ～ ～～ ～ 」 と 歌 っ て い ま
すね 。 皆 さ ん 、 戦 時中に作 ら れた歌詞の
内 容 を ど の よ う に 思 っ て 現 在 歌 っ て い ま
す か （ 今 は こ こ ろ の 中 で う た っ て い る ） 。
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私 は 違 和 感 が あ り ま す が テ ン ポ が 良 い
し 、 “永久に栄え よ  我 らの ロー タ リ ー ”な
ど と 元 気 が 出 そ う な 気 分 に な っ て 歌 っ て
いますよね 。  
上記のクラブ活動計画書、ロータ リー ソ

ン グ か ら 鑑 み て 、 職 業 奉 仕 が ロ ー タ リ ー
活動の第一の基本になってい る と解釈で
きますね 。  
皆 さ ん ど の よ う に お 考 え か 分 か り ま せ ん
が 、 私 に は そ の よ う に 思 え る 、 と 考 え ま
す 。 し か し 、 何 か おか し い と も 思 っ てお り
ます （ Think！ ） 。  
私 が 八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 入 会 後 、

自分が職業奉仕委員長になって作成した
｛ 基 本方針 ｝ 、 ｛ 活 動計画 ｝ の 内容は 、 悪
く は な いですね 。 殆 ど前任者の引継ぎ を
記載 し た か ら です 。 前任者 も そ の前 の人
か ら 引 き 継 い で お り 、 先 輩 方 の ど な た か
が 職 業 奉 仕 を よ く 理 解 し て い た 方 で す
ね。どなたでし ょ うか？  
しか し 、 ク ラブの委員長になる と地区の職
業 奉 仕 委 員 会 委 員 長 の 話 を 聞 く 機 会 が
あ り 、途中分かった よ う で したが自分で人
に 説 明 す る こ と は で き な い ん で す ね 。 難
しい とい う よ りやや こ しいのか 、回 り く どい
のか分か り ませんが、やっぱ り難しいので
し ょ う 。 私 の少 し 深堀 し過 ぎ る 考え方に 、
原因があるのかもしれません  
職 業 奉 仕 に つ い て い ろ い ろ 調 べ た 結

果 、職業奉仕を述べる前に奉仕 とは何か
を 先ず説明す る 必 要 が あ り そ う に 思 い ま
し た 。 数 多 い ロ ー タ リ ー の 公 式文 書 の中
で 奉 仕 理 念 に 触 れ て い る の は 「 決 議  
23-34 」 の み で す 。  ※ １ 決 議  23-34  に
は 「 ロータ リーは 、基本的には 、一つの人
生哲学で あ り 、 そ れは利己的な欲求 と義
務お よ び こ れに伴 う 他人の た めに奉仕 し
た い と い う 感 情 と の あ い だ に常 に存在す
る矛盾を和らげよ う とするものである 。  
こ の 哲 学 は 奉 仕 ― ※ ２ 「 超 我 の 奉 仕 」 “
Serv ice  above se l f”（ ※ A） の哲学であ り 、
こ れ は 、 ※ ３ 「 最 も よ く 奉 仕 す る 者 、 最 も
多 く 報 い ら れ る 」 “ He pro f i t s  most  who 
serves  best  ”（ ※ B）  とい う実践的な倫理
原則に基づ く も の であ る 。 」 と 定義 さ れて
います 。  
ロ ー タ リ ー の 奉 仕 に は （ ※ １ 奉 仕 の 原
理 ） 、 （ ※ ２ 奉仕の実践的倫理原則 ） の二
大思想 （モ ッ ト ー ） があ り 、最初のころは 、
奉仕は職業奉仕 と思われていた が 、 こ の
決議 23-34 によ り 、 これ らは社会奉仕の
実践にも適用されるこ とにな り ました 。  
（ ※ １ ； 決議 23-34 はロータ リーのすべて
の活動に係る指針であるか ら大変大切な

文 書 と な っ て い る 。 そ の 理 由 は 、 決 議
23-34 は 、ロータ リーの目的を基本と した
実 践 活 動 指 針 で あ る と 同 時 に 、 ロ ー タ リ
ーの二つのモ ッ ト ー を ロー タ リ ー哲学 と し
て確定し た文書であ るか ら で あ る 。 ま た 、
一 般的 に決議 23-34 と 言 わ れ て い る の
は 、 1923 年に開催 されたセ ン ト ル イ ス国
際大会に提出された第 34 号決議案だか
ら で あ る 。 なお 、 2010 年規定審議会で 、
決議 23-34 の第 1 項を奉仕哲学の定義と
する決議案が可決された 。 ）    
（ ※ A； “Serv ice  above se l f”は他人のこ と
を思いや り 、他人のために奉仕する ）  
（ ※ B； “He pro f i t s  most  who serves  bes t  
”は 、 元 々 、 A.F.シ ェ ル ド ン が経営 し て い
た ビ ジ ネ ス ス ク ール の教科書に あ っ た 経
営学の モ ッ ト ー と し て 作 ら れ た も の を 、 ロ
ー タ リ ーが借用して使用 し てい る との こ と
です 。 このモ ッ ト ーは 、自分が他人か ら し
て も ら い た い と 思 う こ と を 、 ま ず他人 にす
るこ と 。すなわち自分が金銭を儲けたいと
思 う な ら 、 他人に奉仕す る こ と で あ り 、 先
に 、奉仕があれば必ず後か ら報酬が得ら
れる と説いています ）  
ロ ー タ リ ー は 「 寛 容 の精神 を 持つ 一 業

種一会員構成 を基本 とす る親睦団 体 」 と
して  1905 年にスター ト し ました 。 1911  年  
８ 月 オ レ ゴ ン州ポー ト ラ ン ド で開催 された
連合会第 ２ 回 大会 で 、 A.F シ ェ ル ド ン が  
“He pro f i t s  mos t  who serves  best ”  「 最
も よ く奉仕する者 、最も多 く報いられる 」 と
い う ス ロ ーガ ン を発表 し 、 ロ ー タ リ ーにお
いて 、初めてサーヴ ィ ス （ 奉仕 ） 理念が確
立されました 。  
その後 、 こ の理念は職業倫理に厳しい見
解を示す 「 ロータ リー職業倫理訓 」 にまで
発展 し てい き ま し た 。  そ し て 、 職業奉仕
の理念が確定 され る と同時に 、 対社会的
活 動 が 徐 々 に 盛 ん に な り 、 ロ ー タ リ ー は
名実 と も に サー ヴ ィ ス （ 奉仕 ） の集合体 と
成長していき ます 。  この過程で 、奉仕の
実践 を 巡 っ て 、 ア メ リ カ の ロ ー タ リ ア ン た
ちの間に深刻な論争が続 き 、対立が ロー
タ リ ー 分裂の危機 （ ※ C ） を は ら む 状況 と
な り ますが 、 いわゆ る 「 決議  23-34 」 * に
よ っ て 、 平 和 的 に 解 決 が 図 ら れ ま し た 。
（ ※ C;ク ラ ブ と し て 個 人 の 職 業 倫理向上
をすべ し と い う 理論派 と 、 ク ラ ブ が団体 と
し て 社 会 奉 仕 を す る 必 要 が あ る と い う 実
践派 の間 で 、 ロ ー タ リ ー を 二分 す る 大論
争が起 き ク ラ ブ の存続が危ぶまれ る危機
となってきました ）  
 1927  年オステ ン ド大会においてロー タ
リ ー の 組 織 管 理 運 営 の 合 理 化 が 提 案 さ
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れ 、初めて奉仕の実践が職業奉仕 、社会
奉仕 （青少年奉仕を含む ） 、 ク ラブ奉仕の
三大奉仕部門 （のちに国際奉仕を含む四
大奉仕 ） に 分 離 さ れ 、 こ れ に 基 づい た 委
員会構成に変更されました 。   
これによって 、 ロータ リーの奉仕活動実践
の 実 体 と 、 ク ラ ブ 管 理 運 営 の 実 体 と が マ
ッ チ し て 、 奉 仕活動の実践がや り や すい
よ うにな り ました 。   
その後 、 2010 年には、新世代奉仕 （ 2013  
年 よ り 青少年奉仕 ） が 社会奉仕か ら 分離
独 立 し て 、 ク ラ ブ 奉 仕 、 職 業 奉 仕 、 社 会
奉 仕 、 国 際 奉 仕 、 青 少 年 奉 仕 の 五 大 奉
仕部門とな り ました 。  
職業奉仕と社会奉仕 （ Vocat i ona l  Serv ice  
＆  Commun i ty  Serv ice ） に つ い て は 、 最
初に述べた 、私た ちの ク ラ ブ活動計画書
の １ページの 「 ロータ リーの目的 」 、 「 四つ
のテ ス ト 」 、 「 ロ ー タ リ ア ンの行動規範 」 の
三項目をよ く読んで吟味して ください 。  
（ 参照 ；源流の会 、第 2680 地区 PG 田中
毅氏の見解、他ク ラブの見解 ）  

 

表  彰  
 

米山功労者 ﾏﾙﾁﾌ ﾟﾙ第 ３ 回齋藤敏夫会員  
ﾎ ﾟ ｰ ﾙﾊ ﾘ ｽ ﾌ ｪ ﾛ ｰ第 ８ 回   佐 野 忠 信 会 員  
ﾎ ﾟ ｰ ﾙﾊ ﾘ ｽ ﾌ ｪ ﾛ ｰ第 ５ 回   橋 本 幹 雄 会 員  
ﾎ ﾟ ｰ ﾙﾊ ﾘ ｽ ﾌ ｪ ﾛ ｰ第 ５ 回     杉  晟 会 員  
ﾎ ﾟ ｰ ﾙ ﾊ ﾘ ｽ ﾌ ｪ ﾛ ｰ第 ２ ・ ３ 回 中 村 賢 治 会 員  
 

幹 事 報 告     幹 事  中 村 賢 治  
 
・ ３ /10 (金 )  Ｉ Ｍ  ｳｲｼｭﾄﾝﾎﾃﾙﾕｰｶﾘ  
・ ４ /10 (月 )  12 ｸ ﾞﾙｰﾌﾟ  ｺ ﾞﾙﾌｺﾝﾍﾟ  

本千葉ＣＣ  
 

◆他クラブ ２月例会日変更のお知らせ◆  
習志野  １ ・ ８ ・ 15 通常  22 夜間移動例会  
習志野中央  ２ ・ ９ ・ 16 通常  23 休会  
八千代中央  ７ ・ 21 休会  14・ 28 通常  
佐倉  ２ ・ ９ 通常  16 夜間  23 休会  
佐倉中央  １ ・ ８ ・ 15 通常  22 夜間例会  
四街道  ５ 募金活動 (四街道文化ｾﾝﾀｰ )  

７ ・ 14・ 21 通常  28 夜間  
 

委員会報告  
 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ Y 委員会        中村賢治  
 
2/20  南高津小学校  参加者は 10 ： 30
までに正面玄関にご集合下さい  
 

 

お祝い  
 
本人誕生日 ：宮田会員 ・遠藤会員  

長沼会員  
結婚記念日 ：宮野会員  
夫人誕生日 ：風間 とし子様  
 

例 会 行 事  
 

担 当 ： ク ラ ブ 奉 仕 委 員 会  
ﾃｰﾏ： ク ラ ブ奉仕について  

卓話者：杉山智基会員  

皆さん 、 こんにちは 。今年度クラブ奉仕
委員長を務めます杉山智基です 。本日の
卓 話 を 担 当 さ せ て 頂 き ま す 。 宜 し く お 願
いします 。  

 
ク ラ ブ奉仕委員会の卓話は 2022 年 ９

月 ２ 日 （ 金 ） が 第 １ 回 目 の 卓 話 担 当例 会
で し た 。 2790 地区の管理運営統括委員
会副委員長の大野雅章氏 （千葉 RC） を卓
話 者 と し て お 迎 え し て ク ラ ブ 奉 仕 につ い
て卓話を頂きました 。  
本日は ２ 回目 の卓話担当例会 と い う こ

と で 、 委 員 長 の 杉 山 の卓 話 と さ せ て 頂 き
ます 。 ク ラ ブ奉仕員会は副委員長に風間
茂 会 員 、 委 員 に 及 川 昭 男 会 員 の ３ 名 で
す。  
今年度は杉会長の方針の も と で 、 コ ロ

ナ禍に於いて 「例会を楽しみながら 、 ロー
タ リ ー を学び 、語 り 、 奉仕 を実践 し て い こ
う 。 キ ー ワ ー ド は 「 Think 」 で す 。 」 の 方 針
に則 り 、 出席委員会の山浦委員長 、 プ ロ
グ ラ ム委員会の中島貞好委員長、親睦活
動委員会の池田委員長 と 連携 し て 、 ク ラ
ブ奉仕がスムーズに行われる様に務めて
います 。  

 
特に今年度 も コ ロナ禍におけ る例会の

開催 と な っ た ため 、感染予防対策を昨年
度に引 き 続 き 行 っ て お り ま す 。 例 会 場入
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り 口 で の 検 温 、 体 調 の自 己申告 、 ス ク ー
ル形式のテーブル配置、食事以外でのマ
ス クの着用の徹底等 、会員の皆様にご協
力を頂いており ます 。  
個 別 に 感 染 し た メ ン バ ー は あ り ま し た

が 、 例 会 場 で の ク ラ ス タ ー 等 は 確 認 さ れ
てお り ません 。 SAA 浅野正幸会員 と も 協
力 し て 、今後 も感染予防には充分に気を
付けて例会場の設営を行っ てい き た い と
思います 。  

 
活動計画の中に炉辺会談や研修会開

催支援を あげま し たが杉会長 と中村幹事
の提案で 12 月 16 日に開催された夜間の
例 会 に 於 い て 炉 辺 会 談 が 開 催 さ れ ま し
た 。 グループ単位でのデ ィ ス カ ッ シ ョ ンで
したが 、会員の増強等様々な意見が交わ
され 、大変有意義な意見交換がな された
もの と思います。  

 
残す と こ ろ 、 ５ ヶ 月間において ク ラ ブ研

修会の飯生 リーダーによ る研修会が開催
される もの と思います 。 ク ラブ奉仕委員会
と し て 開 催 に 協 力 し て 行 き た い と 思 い ま
す。特に今年度は杉会長が設置した戦略
計画委員会に於いて 「 ビ ジ ョ ン ２ ０ ３ ０ 」 の
実現性について検証を加え る との指示が
あ り ま し た の で 、 戦 略 計 画 委 員 会 を ４ 回
開催 し ま し た 。 そ の 結果 は １ 月 理事 会に
ご報告 し ま し た が 、 文言等の修正は行わ
ず 会 員 の 入 会 手 順 に つ い て そ の 手 順 を
定め 、研修会に於いて各会員にその手順
を徹底する事 とな り ま した 。会員の増強に
付いては持続可能なク ラブ運営に必要不
可欠な事項であ る ため 、 継続的に新 しい
会員の入会に全会員で取 り組んでいかな
ければならない と思います 。  

 
最後に成 り ますが 、 私の近況の活動に

ついて少しお話いたします 。  
平成 15 年、八千代市が新川沿いに桜

並木を作るべ く市民から寄付を募 り 、桜を
植える事業があ りま した 。八千代 RC も当
時の全会員が一体とな り寄付をし ました 。

新 川 の 逆 水 橋 か ら 平 戸 橋 の 間 に 八 千 代
RC の ﾒﾝﾊﾞｰの ﾌﾟﾚｰﾄがついた桜の木が 60
本程植えられています 。経年劣化で 、 ﾌﾟﾚ
ｰ ﾄが 外 れ て し ま っ て い る も の も あ り ま す
が 、わた し も何度か調査に赴き 、 ﾌ ﾟﾚｰﾄが
残 っ て い る 木 の 写真 を 撮 っ て き ま し た の
でご覧頂きたい と思います 。現在 ﾌﾟﾚｰﾄを
再 度 作 成 で き な い か ど う か 調 整 し た い と
思っている と こ ろです。  

 
今の時期が暖かいと花の咲 く頃に葉が

一緒に出 て し ま い 葉桜の様に な っ て し ま
い ますが 、 今年は特に寒いので ３ 月上旬
には綺麗に花が咲 く と思います 。 ラ イ ト ア
ップの計画 も ございますので 、 ﾎｰﾑﾍ ﾟｰｼ ﾞ
等でご確認頂き是非足をお運び下さい 。  
ご清聴あ りが と う ございました 。  
 
ニ コニコ BOX～         ￥ 46 , 000-  
 
☆ 1/30 に 83 歳を迎えます 。  

１年が早 くて困 り ます 。  遠藤  
☆自分の誕生日を忘れていました 。宮田  
☆ 56 歳にな りました 。 Ｒ Ｃの先輩を見習っ
て自分に正直に生きて参 り ます 。  長沼  
☆ 2/1 結婚記念日 62 回目です 。  宮野  
☆妻の誕生日に綺麗なお花  

あ りが と う ご ざいます 。  風間  
☆卓話を担当します 。千本桜祭 り も  

よろし くお願い致します 。  杉山  
☆杉山さん卓話楽しみです 。  
杉 ・池田 ・江口 ・花島 ・浅野正幸 ・佐久間  
三井 ・永田 ・菊川 ・遠藤 ・小村 ・江頭  
中村 ・君塚 ・上代  
 
～友愛 BO X～          ￥ 9 , 0 0 0 -  
 
☆杉山会員卓話頑張って下さい 。  
浅野正敏 ・宮野 ・渡邉 ・栗原 ・山浦 ・朝戸  
☆ ﾀﾌﾞﾚｯﾄを相手に練習を積み重ねた ｵｾ
ﾛ、孫娘 (小４ )にまた大敗しました 。佐野  
☆浅野正幸さん ﾎｰﾙｲﾝﾜﾝ  

おめでと う ご ざいます 。  松戸 ・石渡  

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R.C 
火 曜 日  八 千 代 中 央 R.C 
水 曜 日  習 志 野 R.C 
水 曜 日  佐 倉 中 央 R.C 
木 曜 日  佐 倉 R.C 
木 曜 日  習 志 野 中 央 R.C 

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ 
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ      

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館     ２ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト  １ ド ル ￥ １ ３ ０ - 

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

１ /27 ５ ３  ４ ９  ４ １  83.67 

■クラブ広報委員会  委員長 :田村隆治  副委員長 :久土地  剛  
■ 出 席 委 員 長  山 浦 恭 宏 ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 迄 に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い  
■例会日  金曜日 12:30～ 13:30  
■例会場  ﾊﾟｯｿ･ﾉｳﾞｨｰﾀ（〒 276-0049 八千代市緑が丘 1-1-1 公園都市プラザ 1F）  


